
様式１ 　令和６年度　清瀬市立清瀬第三中学校　　　学校評価計画
　学校の教育目標 　育成を目指す資質・能力及び特色ある教育活動

　目指す学校像（ビジョン）

【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

柱 中期経営目標
4 教員の肯定的評価が９０％以上 4 保護者の肯定的評価が８０％以上
3 　　　　　〃　　　８０％以上 3 　　　　　〃　　　　７０％以上
2 　　　　　〃　　　６０％以上 2 　　　　　〃　　　　６０％以上
1 　　　　　〃　　　６０％未満 1 　　　　　〃　　　　６０％未満
4 教員の肯定的評価が９０％以上 4 保護者の肯定的評価が８０％以上
3 　　　　　〃　　　８０％以上 3 　　　　　〃　　　　７０％以上
2 　　　　　〃　　　６０％以上 2 　　　　　〃　　　　６０％以上
1 　　　　　〃　　　６０％未満 1 　　　　　〃　　　　６０％未満
4 教員の肯定的評価が９０％以上 4 保護者の肯定的評価が８０％以上
3 　　　　　〃　　　８０％以上 3 　　　　　〃　　　　７０％以上
2 　　　　　〃　　　６０％以上 2 　　　　　〃　　　　６０％以上
1 　　　　　〃　　　６０％未満 1 　　　　　〃　　　　６０％未満
4 教員の肯定的評価が９０％以上 4 保護者の肯定的評価が８０％以上
3 　　　　　〃　　　８０％以上 3 　　　　　〃　　　　７０％以上
2 　　　　　〃　　　６０％以上 2 　　　　　〃　　　　６０％以上
1 　　　　　〃　　　６０％未満 1 　　　　　〃　　　　６０％未満
4 教員の肯定的評価が９０％以上 4 保護者の肯定的評価が８０％以上
3 　　　　　〃　　　８０％以上 3 　　　　　〃　　　　７０％以上
2 　　　　　〃　　　６０％以上 2 　　　　　〃　　　　６０％以上
1 　　　　　〃　　　６０％未満 1 　　　　　〃　　　　６０％未満
4 教員の肯定的評価が９０％以上 4 保護者の肯定的評価が８０％以上
3 　　　　　〃　　　８０％以上 3 　　　　　〃　　　　７０％以上
2 　　　　　〃　　　６０％以上 2 　　　　　〃　　　　６０％以上
1 　　　　　〃　　　６０％未満 1 　　　　　〃　　　　６０％未満
4 情報共有を年間６回実施 4 教職員の達成度の評価Ａ
3 情報共有を年間５回実施 3 教職員の達成度の評価Ｂ
2 情報共有を年間４回実施 2 教職員の達成度の評価Ｃ
1 情報共有を年間３回実施 1 教職員の達成度の評価Ｄ
4 情報共有を年間６回実施 4 教職員の達成度の評価Ａ
3 情報共有を年間５回実施 3 教職員の達成度の評価Ｂ
2 情報共有を年間４回実施 2 教職員の達成度の評価Ｃ
1 情報共有を年間３回実施 1 教職員の達成度の評価Ｄ
4 教員の肯定的評価が９０％以上 4 保護者の肯定的評価が８０％以上
3 　　　　　〃　　　８０％以上 3 　　　　　〃　　　　７０％以上
2 　　　　　〃　　　６０％以上 2 　　　　　〃　　　　６０％以上
1 　　　　　〃　　　６０％未満 1 　　　　　〃　　　　６０％未満
4 教員の肯定的評価が９０％以上 4 保護者の肯定的評価が８０％以上
3 　　　　　〃　　　８０％以上 3 　　　　　〃　　　　７０％以上
2 　　　　　〃　　　６０％以上 2 　　　　　〃　　　　６０％以上
1 　　　　　〃　　　６０％未満 1 　　　　　〃　　　　６０％未満

・学校ホームページ更新と閲覧助教の確
認。
・学校行事、学校便り、学年・学級便り等の
Home＆Schoolの活用による情報発信
の強化。

・地域人材の活用、地域行事の積極
的な参加を通して地域の一員とし
ての自覚を持った生徒を育成す
る。

学校の情報を地域・保護者へ積極
的にに発信し、教育活動への参画
意識を促す。

１「誰一人取り残さない学校」を目指し、不登校対策室（ステップルーム）、サポートルーム等の特別支援教育を充実させるととも
に、一人一台端末を活用した個に応じ指導の充実を目指す。
２「考える力」の育成を目指し、授業規律や授業スタンダード等について研修を重ねる。また、学校図書館を利活用した学習情報セン
タイーとしての機能を充実させ、これからの時代に必要な資質・能力を育成する。また、市民ボランティア等の協力を仰ぎ、生徒の学
校生活の充実を図る。
３安全、安心、安定して学べる学校作りのため、心得「あ（挨拶）・じ（時間）・み（身だしなみ）・こ（言葉遣い）・し（姿勢）」
を教育活動の基盤とし、生徒会活動が主体的に自治活動を取り組み、「一人一人が輝く三中」を目指す。保護者や地域を巻き込んだ取
組を取り入れ、より多くの考えや意見に触れることを通して視野を広げさせ、他と共に学ぶことのよさを体感させる。

＜成果＞昨年度は、新型コロナウイルスの五類となり、授業や学校行事等の教育活動が制限なく実施できた。特に、運動会や合唱コンクール、宿泊行事等の体験的活動で達成感、成就感を味わうことができ、自己肯定感、自己有用感を高めることができた。また、知的特別支
援学級の開級に伴い、特別支援教育の充実のため、校内研修、校内委員会を実施し、個々の教育的ニーズにあった支援方法を深めることができた。
＜課題＞落ち着いた学校生活や授業規律に課題があり、基礎学力の定着へと結びついていない現状がある。また、ＩＣＴを活用した個に応じた指導や家庭学習の定着、学校図書館を利活用した授業や取り組みが不十分であり、生徒一人一人のよさや能力を伸ばす教育に取り組
んでいるが保護者への理解も含め課題がある。
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道徳教育を充実させ、
人権尊重、規範意識な
どの醸成とともに自他
の命の大切さを互いに
認め合える生徒を育成
する。

ユニバーサルデザイン
の考え方に基づき教室
環境の整備や授業改善
を推進してすべての生
徒に学ぶ楽しさを味わ
わせる。

清瀬愛を育むために地
域と協働した学校づく
りを目指す。

体力向上と生活習慣の
確立を図る。 ・毎月、保健だよりを発行し、健康に

ついて啓発する。
・委員会活動（昼の放送、食育講話）で
食育教育の充実を図る。

・保健体育の授業での３０分間水泳、
１２分間持久走。
・準備運動の工夫による体力向上。

・「考え、議論する道徳」の実施。
・各教科の中で人権に関わる内容を
意識的に取り上げ、自他を尊重する
意識を向上させる。

・安全や健康、食についての意識を
高め、自ら改善しようとする態度を
育む。

・教育活動全般で道徳教育を実施
する。特に「命」の教育の充実を図
る。

・体育的行事、部活動、保健体育の
授業の充実による体力・技術の向
上。

・年間６回のふれあいアンケートの実施に
より教育相談を充実させ、いじめの未然
防止、早期発見に努める。
・アセスの活用した人間力の育成を図る。

・心得「あ・じ・み・こ・し」を基本的生
活習慣の確立の基盤とし、いじめ
の未然防止、早期発見の強化を図
る。

・特別支援校内委員会を充実さ
せ、UDの視点を取り入れた個に
応じた指導・支援を行う。

・特別支援教育推進委員会を中
心に登校しぶりの早期発見と対
応についてステップルームを活
用し、教室復帰を目標とした個別
支援を行う。
・きよせラボのよる命の講話
・清瀬空手道連盟から講師派遣による授
業
・地域のイベント、お祭り、青少協行事への
ボランティア参加。

・特別な支援を様子生徒の支援方法の
検討、共有し学習指導、支援に努める。

・登校しぶり、不登校生徒に登校を促す
支援方法の検討し、安心して学ぶ場の
提供を図る。

成果指標（評価基準）

小中連携を通して、基
礎学力の定着と「考え
る力」の育成に向けて
授業改善を推進する。

確
か
な
学
力
の
向
上

・校内研修により「授業スタン
ダード」の定着。
・図書館推進委員、図書館支援員
を中心に読書活動の推進を進め
る。

・「考えさせる」授業力向上に向けて小中で
連携を図り、思考力・判断力・表現力を育成
する。
・学校図書館を利活用した学びの充実及び
読書時間、貸出数の増加

具体的方策

・規律のある授業と個に応じた指導に
より学びに向かう力の向上を図る。

・教科の特性に応じたICT機器の
活用。
・長期休業中、放課後、定期考査
前の補習学習の実施。

短期経営目標 取組指標（評価基準）

確かな学力を身に付けさせる教師、生徒から目標とされる教師、自己研鑽に励む教師

人間尊重の精神を基盤とし、希望に満ちた社会をめざす健康で明るく、知性
ある人間を育成する。１．思いやりのある生徒・・思考力　　２．自主性の
ある生徒・・行動力　３．協力する生徒・・人間力

生徒、教職員共に互いを認め合い、安心・安全に生活でき笑顔で気持ちよく挨拶ができる学校

思いやりのある生徒、自主性のある生徒、協力する生徒

　前年度までの学校経営上の成果と課題


